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＜フィリピン側＞

(1) Local Water Utilities Administration 
Mr. Lorenzo H. Jamora Administrator 

Mr. Daniel I. Landingin Senior Deputy Administrator  

Mr. Emmanuel B. Malicden Deputy Administrator (Area Operation) 

Mr. Wilferedo M. Feleo Acting Deputy Administrator (Investment & Financial Service) 

Mr. Alden A. Ganhinhin  Head Counterpart/Project Manager, LWUA-JICA Project Office 

(2) National Economic and Development Authority 
Mr. Libarado F. Quitoriano Director III, Infrastructure staff) 

Mr. Narciso A. Prudente  Office-in-charge Water Resources Division, Infra. staff 

Ms. Joy A. Castro  Senior Economic & Development Specialist, Infra. Staff 

Ms. Joanne P. Tolentino  Senior Eco. & Development Specialist, Public Infra. Staff 

(3) Department of Finance 
 Ms. Soledad Emilia J. Cruz Director, Corporation Affairs 

(4) Water Districts 
Mr. Romulo R. Gomez General Manager, Numancia Water District 

Mr. Reynaldo Abapo General Manager, Hamtic Water District 

Mr. Lut Busayong General Manager, Patnongon Water District 

Mr. Eina F. Magdaluyo General Manager, Ibajay Water District 

Mr. Junathan G. De Gracia General Manager, Sibalom Water District 

Mr. Salvador M. Pasaporte General Manager, Calinog Water District 

Mr. Elmer L. Holipas General Manager, Leon Water District 

(5) Land Bank of the Philippines 
 Ms. Melinda C. Cruz Assistant Department Manager, Program Management Department 

(7) Development Bank of the Philippines 
Ms. Diana T. Santiago, Senior Manager, Program Management 1 - DBS 

＜ドナー関係機関＞

(1) World Bank 
Mr. Ming Zhang Infrastructure Sector Coordinator, Philippines 

(2) KfW Banken Grouppe（ﾄﾞｲﾂ復興金融公庫） 
Ms. Karin Sittler Project Manager, Water and Vocational Training Division Asia 

Mr. Burkhard. Schwinde Senior Project Manager 

Mr. Erwin Czyrka Technical Advisor 

Mr. Kurt Rippinger Team Leader, Provincial Towns Water Supply Program I & II 

＜日本側＞

(1) 在フィリピン日本大使館 
佐々木 孝治 一等書記官

(2) JICA フィリピン事務所 
吉田 勝美 JICA 事務所次長 

高田 裕彦 JICA 事務所次長 

徳富 勇紀 JICA 専門家（地方水道計画） 

６.主要面談者リスト
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７.議事録 

　　 議事録

１. Land Bank of the Philippines
(1) 日時：2005 年 1 月 17 日 9:00～10:00 

(2) 出席者：森（調査団） 

Ms. Melinda C. Cruz, Assistant Dept. Manager, Program Management Dpt. 

(3) 入手資料：なし 

(4) 主な聴取内容 

• 現在以下 3 つの融資スキームの実施機関となっている。自分は JBIC のプログラムの担当。

ADB: Mindanao Basic Urban Services Sector Project (US$34 百万)

世銀：Water District Development Project (US$30.1 百万)

JBIC：Local Government Unit Support Credit Program (59.5 億円)

• JBIC のプロジェクトでは、10％を Land Bank の自己資金により拠出している。本プロジェク

トは水道事業に限っているわけではないが、実際にはほとんどが水道事業に充てられている。

LGU はプロジェクト費用の 10％を Equity として拠出するが、資金がない場合は Internal

Revenue Allotment の 20％を担保として Land Bank が融資することも可能である（市場変動金

利－11％以上、最長 7年間）。LGUの返済能力を4段階（Premium、High、Medium、Lower Medium）

に評価しており、前者の 3 つに対して融資を行っているが、Medium の場合は IRA に加えて土

地などの担保を要求している。これまで 40 の LGU に対して 14 百万ペソから 40 百万ペソの融

資を行っている。金利は 11～13％、返済期間は 5～15 年（平均 10 年）、2 年の猶予期間（ただ

し利子を除く）。

• JBIC のプロジェクトでは、4 つの WD に対して LGU が保証することにより、融資を行ってい

る（あるいは、LGU が WD を取り込むことにより WD が解散する場合もある）。その場合は、

LWUA の融資を Land Bank の融資に借り換える手続きをとっていることから、返済の優先順位

に関する問題は発生していない。

• WD に直接融資する可能性について調査中である。

• Land Bank は LWUA の WD 評価のための Oversight Committee に参加している。融資を行う場

合には、Creditworthy と評価された WD に対して、Land Bank 独自の融資クライテリアを適用

することとなる。

（記録：森）
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２. 世界銀行フィリピン事務所

(1) 日時：2005 年 1 月 17 日 15:00～16:00 

(2) 出席者：笠松、福田、佐々木、森（調査団） 

Mr. Ming Zhan, Infrastructure Coordinator, World Bank Philippines 

(3) 入手資料：”Implementation Completion Report, LGU Urban Water and Sanitation Project”, the World 

Bank “Water and Sanitation Sector”, the World Bank (Confidential) 

(4) 主な聴取内容 

• LGU に対する水道セクターへの投資は、それぞれの投資規模が 10 万ペソ～5 百万ペソと小さ

かったこと（融資への手間は変わらない）、DBP の実施能力が高くなかったこと、調達などに

おいて LGU の市長などによる政治的介入があったことなどにより、うまく機能しなかった。

• うまく機能しつつあるケースの例として、La Union における Output-Based Assistance が挙げ

られる。これは、補助金を前提として入札を行い、もっとも少ない入札金額を提示した民間企

業に対して水道セクターの投資・運営を委託するものであり、水道接続数の実績に応じて補助

金を支払うこととなっている。

• 日本のプロジェクトにおいて、non-creditworthy な WD に対して投資を行うことは歓迎する。

ただし、グラントによる投資を単に WD が受け取るのではなく、WD によるなんらかのコミッ

トメントを反映させる仕組み（自己資金分は無理だとしても、例えば、料金の引き上げ等）を

導入することが必要であると思う。

（記録：森）

３. Development Bank of the Philippines
(1) 日時：2005 年 1 月 18 日 10:00～11:00 

(2) 出席者：森（調査団） 

Ms. Diana T. Santiago, Senior Manager, Program Management 1 - DBS 

(3) 入手資料：なし 

(4) 主な聴取内容 

• JBIC 及び USAID が協調して準備を行っている MWFLI プログラムは、LWUA において

Semi-Creditworthy 及び Creditworthy と認められた WD のうち、DBP の融資基準を満たすもの

について、Equity 分を含め 100％融資を実現しようとするものである。現在、最初の 2～3 ケー

スへの適用のためのマーケットリサーチを行っているところである。

• WD は有望な融資先と認識している。DBP の通常のサブプロジェクトに対しては 100％の担保

を要求しているが、WD は通常あまり担保をもっていないことから、バタンガスの WD の例の

ように、確実なキャッシュフローがあることを前提に融資額の 30％の担保で合意することも可

能となりつつある。WD の法的ステータスは明確ではないものの、これも水道事業におけるビ

ジネス慣行として許容していくことになると思われる。

• 世銀のプロジェクトにおいては、TA 融資をもとに外国人の技術者等の支援を得てサブプロジェ

クトの技術審査を行っているが、自己資金による融資の場合にどのようにして技術審査費用を
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捻出するかが問題となっている。DBP 内に水道専門の技術者を雇用する予定は今のところない。 

• DBP が WD に対して融資を行う場合には、既に LWUA との間で、DBP の融資への返済が優先

する旨の合意をとりつけている一方、LWUA の融資分も合わせて融資するのが通常となってい

る。

• 今年度は、WD に対して融資するための資金が US$15 百万程度あり、現在 WD からたくさんの

FS や問い合わせが届いている。

（記録：森）

４. KfW
日時：2005 年 1 月 17 日（月）AM 11:45～12:10 
面談者：Ms. Karin Sittler (Project Manager, Water and Vocational Training Division Asia) 

Mr. Burkhard. Schwinde (Senior Project Manager,) 

Mr. Erwin Czyrka (Technical Advisor) 

Mr. Kurt Rippinger (Team Leader, Provincial Towns Water Supply Program I & II) 

JICA 調査団：山崎、福田、森、佐々木、笠松 

議事概要

JICAプロジェクト（案）の概要を説明し、KfWが現在実施している「Provincial Towns and Water Supply 

Program I & II」について質問を行った。 

KfW の出席者は Program I & II のチームリーダーである現地駐在員（Mr. Kurt Rippinger）を除いて、

ドイツ本部から派遣された調査団員で、引き続き実施される予定の Program III の協議のため来比した

ものである。打ち合わせは、同調査団の LWUA 総裁との協議時間の関係で短時間となったが、Program 

I & II についての詳細な内容は添付回答書（Answer to the questionnaire from JICA）に記載のとおり。 

１．WDs の選定について 

1) WDs の Classification が正式に EO279 で公布される（2004 年 2 月）前の 2003 年からプロジェ

クトを実施しているため、Non & pre-credit worthy（8 WDs）が含まれる結果となった。

2) WDs の選定は LWUA に一任しており、KfW は選定に関与していない。

２．ローンの貸付条件

1) ローンの貸付総額は 14.6 百万 EUR。

2) 金利は年 0.5%から 3%の間だと記憶しています。正確な数字は追って Loan Agreement のコピ

ーをお渡しします。

３．プロジェクトの進捗状況

1) 100WDs を選定したが、最終的に LWUA との Loan Agreement に調印したのは 87WDs。既に

建設段階に入っている WDs もある。

2) Program I & II は 87WDs で修了する予定である。
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４．Program III について 

Program I & IIに引き続き実施される予定のProgram IIIについて比国関係機関と協議を行っている。

水道セクターでは比国の政府系金融機関（DBP 等）を通した融資も出来ようになってきており、

KfW も Program III については従来どおり LWUA を通して行うかどうか検討したいと思っている。 

記録：福田

５. NEDA
日時：2005 年 1 月 18 日（火）ＰM 13:00～14:15 
面談者：Mr. Libarado F. Quitoriano (Director III, Infrastructure staff) 

Mr. Narciso A. Prudente (Office-in-charge Water Resources Division, Infra. staff) 

Ms. Joy A. Castro (Senior Economic & Development Specialist, Infra. Staff) 

Ms. Joanne P. Tolentino (Senior Eco. & Development Specialist, Public Infra. Staff) 

他４名

JICA 調査団：山崎、福田、森、佐々木、笠松 

議事概要

当初の要請内容（LWUA トレーニングセンター・プロジェクト）を見直してきた背景並びに LWUA

と JICA で検討してきた新しいプロジェクト（案）の内容について説明し、了解を得た。また、事前に

NEDA に送付した質問票をもとに聞き取り調査を行い、意見交換を行った。詳細な質問票の回答内容は

添付回答書（Answer to questionnaire）に記載のとおり。 

なお、NEDA が本プロジェクトの Witness という立場であることを再確認し、19 日に開催される本

プロジェクトの PDM を検討する Workshop に出席することを再度要請した（書面で既に要請済み）。 

１．JICA プロジェクト（案）の実施方法に関する要望 

NEDA から JICA プロジェクト（案）の実施方法に関し以下の 2 点について要望があったが、以下

の調査団の回答で理解を得た。

1) Program item project として資格のあるすべての WDs に対し Open competition でプロジェクト

を実施してほしい。

回答：プロジェクトの初期段階ですべての Non & pre-credit worthy WDs に対し訪問調査を実施

する予定であるので、自動的に資格のある WDs は JICA プロジェクトの情報を公平に得ることが

できる。Open competition については、これまでの調査団の訪問調査による WDs の実態から判

断すると、Non & pre-credit worthy WDs が独自に計画書を作成し、十分な技術資料を添付した申

請書を提出することは不可能と考えられる。従って JICA 側からの支援と指導が必要であると考

えている。

2) LWUA を通したドナー援助（ADB, JBIC, AusAID, KfW）の Disbursement が大きく遅れており

懸念している。迅速なプロジェクトの実施のために LWUA を通さないで実施してほしい。

回答：LWUA は本プロジェクトの Implementing agency であるが、JICA から WDs への援助資金

の流れついては一切関与しないシステムとなっているので問題ない。
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２．中期開発計画の状況

1) 2000-2004 中期開発計画における上水道目標達成率については、2003 年までのデータは集計さ

れ公表されています。

2) 2004-2010 中期開発計画は策定されているが、その目標を達成するための具体的な Public

Investment Program は今後出てきます。

３．NEDA の役割 

NEDA は投資に関する調整を役割としており、ドナー援助においてもローンプログラムについては

深く関与するが、無償援助については積極的に関与するつもりはない。

４．上下水道セクターリフォーム

1) NEDA も WDs の Classification の規準を決定（見直し）する Oversight committee のメンバー

であり、1 月末までに新基準が決定されるものと聞いている。

2) LWUA は 2004 年 11 月 18 日付けの EO No. 387 で大統領府から DPWH に移管された。いろい

ろな勢力の影響があるのかもしれないが、現在セクターリフォームの真最中であり、EO NO.279

を否定するものではなく、この実施に何ら支障をきたすものではないと考えている。また、EO

NO.279 に示された LWUA の新しいマンデートに変更をもたらすものではない。

５．JICA プロジェクト（案）のアプローチについて 

Non and Pre-Creditworthy WDs に対して、無償で施設の改修・拡張を支援することについては、我々

の政策のラインにあり、歓迎する。

記録：福田

６. DOF
日時：2005 年 1 月 18 日（火）ＰM 4:15～5:00 
面談者：Ms. Solidad Emilia J. Cruz (Director, Corporate Affaires Group) 

他 1 名 

JICA 調査団：山崎、福田、森、佐々木、笠松 

議事概要

JICA プロジェクトの内容について説明し、事前に DOF に送付した議事次第（Proposed Agenda）を

もとに聞き取り調査を行い、意見交換を行った。

１．上下水道セクターの融資動向

1) 本日、世銀、KfW、JBIC の調査団が立て続けに DOF に来て協議を行っており、上下水道セク

ターリフォームに呼応した、政府系金融機関（GIFs）との連携による新しい融資プログラムに
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ついて模索しているところである。

2) 現在、セクターリフォームの真最中であり、DOF としても確固たる政策はまだ固まっていない。 

２．プログラム実施の遅れ

1) Local counter part fund が準備できないため、LWUA によるドナー援助プログラムの実施が大幅

に遅れている。

2) JICA プロジェクトファンドが、JBIC ローンの Local counter part fund に使えるようなことが出

来ないかとの問いに、出来ない旨回答。

３．上下水道セクターリフォーム

1) WDs の Classification の規準の見直しを、現在 LWUA がデータを出して Oversight committee

で検討しており、近々新基準が決定されるものと思う。

2) LWUA は 2004 年 11 月 18 日付けの EO No. 387 で大統領府から DPWH に移管されたが、EO

NO.279 を否定するものではなく、リフォームは進むものと思う。

3) WDs の Classification の新基準決定後、Non-credit worthy に分類された WD について政府の財

政支援策を問い質したが、明快な回答は得られなかった。

４．JICA プロジェクト（案）のアプローチについて 

Non and Pre-Creditworthy WDs に対して、無償で施設の改修・拡張を支援することについては、我々

の政策のラインにあり、歓迎する。

記録：福田
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